
 

  

子どもを深く知るには、その子自身とかかわること、保護者の

方とお話をすること、育ってきた環境や背景を知ることがとても

重要であると言われています。今年度も玄関先での面談という形

態をとらせていただきました。お子さんの様子の交流だけでなく、

お家の方の思いをお聞きし、発見があったり納得したりすること

も多く、収穫の多い時間を持たせていただきました。お忙しい中

お時間をとっていただき、ありがとうございました。今後も個性

豊かな一人ひとりの子どもの成長をともに見守り支えたいと思い

ます。お話いただいた内容につきましては、校内で還流し、今後

に生かしてまいります。 

子どもの学びは、いつでもどこでも継続中・・・ 
ご家庭での家庭学習（自主学習）へのご協力ありがとうございます。

各学年から素晴らしい自主学習ノートのコピーを昇降口の掲示板で紹介

しています。授業の学習をまとめたり、興味を持ったことを調べたりす

ることで学びが深まります。友達の刺激を受けて、さらに取組もうとす

る姿を期待しています。 

 

■□茶摘み体験で地元の産業を学ぶ（１，２年生）□■ 
 ゴールデンウィークはなかなかの雨続きでしたが、

一時的に少しお天気が回復した９日（月）の１，２限

目、１，２年生の最初の校外学習である「茶摘み体験」

がありました。今年も地域の上田さんからお声をかけ

ていただき、学校近くの茶畑２畝ほどを、椿の子たち

のために開放していただきました。美しい黄緑色の葉

先から３枚をめどに摘んでいきます。１年生は初めて

の体験、２年生は２回目ですが、年に一度のこの時期

にしか味わえない体験にわくわくです。一時間程度で

子どもたちのビニール

袋はお茶の葉でいっぱ

いになりました。残念

ながら、仕上げは各ご家庭でということになりましたが、これを蒸

して（レンジで）揉んで乾燥を数回繰り返すと新鮮な緑茶になりま

す。はたして、お家で上手に仕上がったでしょうか。普段飲んでい

るお茶が、自分が摘んだ葉っぱから

できていることと結びついたでしょ

うか。職員室でもやってみました。

本当に奥に甘みのあるフレッシュな新茶を堪能することができまし

た。 

お茶農家もだんだん減ってきていると聞きます。栽培にはかなり

の手がかかり、たくさんのご苦労があると思われます。そのような

なかでも、椿の子たちのために貴重な体験を提供していただき感謝

します。地元の産業のことを知るきっかけになりました。 
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上手に取れたよ～ 

上田さんご夫妻から摘み方を聞く 
お土産にするよ 



 

 

18 日（水）には今年度初めての全校集会が行われまし

た。５月にちなんで「皐月集会」。５月は祝日や行事がた

くさんあります。そのことに関する「クイズ」や、「猛獣

狩りに行こうよ」「こいのぼりを追いかけろ」（しっぽとり）

ゲームが行われました。全校や学年別に行う活動でしたが、

困っている１年生に

縦割り班で一緒の６

年生が声をかけてい

る場面も見られ、全

員で楽しむことがで

きていました。子どもたちはとて

も楽しんでいました。１年生もず

いぶん学校に慣れてきています。

企画してくれた児童会・代表委員

の子たちは、司会も運営もとても

上手にできていて、準備や練習を頑張ったことがよく分かります。達

成感を感じて、自信をもって次につなげてほしいです。 

 

■□大事なのは「止まる・見る・聞く」命を守る交通安全教室□■ 
 １３日（金）は雨模様でしたので、交通安全協会から

３名の講師の方にお越しいただき、体育館で動画を視聴

し、交通安全のお話をききました。自転車に乗るときに

はたくさんの危険が潜んでいます。ヘルメットの正しい

かぶり方、自転車に乗るときの確認、交差点での安全な

渡り方を実際に自転車で演じてもらい、エアー自転車で

練習しました。ブレーキをかけてからどのくらいの距離

で止まることができるのか、人、自転車、車で比べて実

験してみると、予想以上にすぐには止まれないことがよ

くわかりました。地域の方から、トラ

ックの通る頻度が増えていることやス

ピードの出ている車が増えていること

の心配をお聞きします。この日に学ん

だことを、遊びに行くときにも忘れず

に実践してもらいたいです。 

 

 

📚図書巡回支援員さんによるオリエンテーリング 
 今年度も、週に 1 回図書巡回指導員の三嶋さんに来ていただい

ています。今年は、年３回ずつ各学年ブックトークなどの図書館

指導をお世話になります。この日は３年生が図書館の本がどんな

ふうに並んでいるか、背ラベルの意味、約束などのオリエンテー

リングを紙芝居形式でしていただきました。子どもたちは興味深

く聞いていました。これから本の整理整頓も、よく理解してでき

ると思います。 

何度も行きたくなる図書館になるように、今後図書ボランティ

アさんのお力もお借りして、運営していきたいと思います。 

交差点では身を乗り出し、右左右後ろ確認 

スタートも右足ペダルと後ろ確認 

全力でゲームを楽しむ子どもたち 

 


